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図書館だより

■わたしが薦める１冊
　◇図書館協議委員会　　金子　恭子（荒砥高校・司書）

『日本の宗教』　　　　　　遊 佐 道 子　著　　春秋社

　文部科学省の宗教統計調査によると、日本には神道で約１

億、仏教には約９千万の信者がいます。合わせると２億近く

です。しかし日本の人口は約１億３千万人。仏壇も神棚もあ

るという家は多いかと思います。日本にはさまざまな宗教が

入り混じり、２つの宗教に入っていることもおかしくはない

のです。

　例えばお盆。しかしこのお盆、元は仏教ですが日本が神道

と混ぜて作ったもののため、日本のお盆と同じものは仏教国

にはないそうです。また、12月には除夜の鐘をつき初詣に行

くことに、矛盾を感じることはあまりありません。

　宗教色がなくなり、ただの行事となっているものも多くあ

ります。けれども私たちの生活の中に日本独特の宗教観が根

付いていることは確かであり、それらを改めて発見してみる

のもまた面白いのではないでしょぅか。

■今月の新購入図書　　ここに掲載しているものは一部です。

第282回　おはなしの会

　10月２日　土曜　午前10時～　場所：図書館
　紙芝居や、読み聞かせをおこないます。皆さんでおいでく
ださい。待ってます。

◎10月の休館日　４，11，17 ，25日

お
し
ら
せ

白
鷹
町
立
病
院
看
護
師
を
募
集

し
ま
す

▼
募
集
人
員　

若
干
名

▼
受
験
資
格　

昭
和
47
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
看
護
師

の
資
格
を
お
持
ち
の
か
た
、
ま
た
は

来
春
資
格
取
得
見
込
み
の
か
た

▼
応
募
先

　

〒
９
９
２

－

０
８
３
１

　

白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
５
０
１

　

白
鷹
町
立
病
院
事
務
局

※
受
験
案
内
・
申
込
用
紙
を
郵
便
請

　

求
す
る
場
合
は
、
１
２
０
円
切
手

　

貼
付
の
角
型
２
号
封
筒
を
同
封
し

　

て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
立
病
院

（
☎
85

－

２
１
５
５
）

健
康
づ
く
り
講
演
会

　

山
形
大
学
医
学
部
の
先
生
に
よ
る

健
康
づ
く
り
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
演
題
は
「
意
外
と
身
近

な
胆
の
う
・
す
い
臓
の
病
気
」
で
す
。

▼
い
つ　

10
月
18
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
～

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー 

「
す
こ
や
か
ホ
ー
ル
」

▼
講
師　

山
形
大
学
医
学
部
消
化
器

内
科
学
（
第
二
内
科
）
牧
野
直
彦
氏

■
問
い
合
わ
せ　

町
立
病
院
事
務
局

（
☎
85

－

２
１
５
５
）

の
ど
か
村
の
や
き
も
の
四
人
展

▼
い
つ　

９
月
23
日
（
木
・
祝
）

　
　
　
　
　

～
26
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

▼
ど
こ
で　

い
き
い
き
深
山
郷
「
の

ど
か
村
」

▼
出
展
者　

○
佐
藤
シ
オ
（
寿
窯
）

○
金
田
利
之（
深
山
工
房
つ
ち
団
子
）

○
太
田
智
子
（
ま
な
陶
房
）

○
樋
口
昌
弘
（
中
善
寺
窯
）

※
穴
窯
で
薪
で
焼
い
た
四
人
の
作
品

も
展
示
い
た
し
ま
す
。

※
10
月
に
は
、「
の
ど
か
村
ブ
ル
ー
ノ

ピ
ー
フ
ル
作
陶
展
」も
開
催
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

深
山
工
房
つ
ち
団

子
（
☎
85

－

１
８
０
７
）

第
３
回
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア

ノ
復
活
記
念
「
名
曲
を
お
話
で

つ
づ
る
コ
ン
サ
ー
ト
」

▼
い
つ　

10
月
21
日
（
木
）

　

午
後
６
時
30
分
開
演

（
午
後
６
時
開
場
）

▼
ど
こ
で　

長
井
市
民
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル

▼
チ
ケ
ッ
ト
（
前
売
券
）

　

大
人
２
５
０
０
円

　

学
生
１
０
０
０
円

（
当
日
券
…
各
５
０
０
円
増
し
）

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所　

あ
ゆ
ー
む

■
問
い
合
わ
せ　

ピ
ア
ノ
委
員
会
／

八
木
（
☎
０
９
０

－

５
２
３
０

－

８

８
１
９
）

第
60
次
置
賜
地
区
合
同
教
育
研

究
集
会
記
念
講
演
会

▼
い
つ　

10
月
８
日
（
金
）

　

午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

▼
ど
こ
で　

長
井
市
民
文
化
会
館

（
３
階　

大
会
議
室
）

▼
演
題　

「
い
く
つ
か
の
出
会
い
か

ら
」
～
今
、
み
な
さ
ん
に
語
り
か
け

た
い
こ
と
～

▼
講
師　

松
井　

愛
さ
ん
（「
ぷ
ら

っ
と
ほ
ー
む
」
共
同
代
表
）

▼
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

第
60
次
地
区
合
同

教
育
研
究
集
会
事
務
局
／
小
松
・
髙

橋
（
☎
88

－

４
５
７
７
）

裁
判
所
見
学
会

　

10
月
１
日
か
ら
の
「
法
の
日
」
週

間
に
ち
な
ん
だ
行
事
と
し
て
裁
判
所

見
学
会
を
実
施
し
ま
す
。

▼
い
つ　

10
月
21
日
（
木
）

　

午
後
１
時
15
分
～
５
時

▼
ど
こ
で　

山
形
地
方
・
家
庭
裁
判

所
米
沢
支
部

▼
内
容　

刑
事
裁
判
傍
聴
、
裁
判
手

続
き
説
明
、
裁
判
員
制
度
説
明
及
び

庁
舎
内
見
学

▼
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
に
よ
り

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
土
日
祝
日

を
除
く
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

ま
で
）

※
予
約
受
付
順
に
30
人

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
地
方

裁
判
所
米
沢
支
部
庶
務
課
（
☎
０
２

３
８

－

22

－

２
１
６
５
）

ひ
き
こ
も
り
家
族
学
習
会

　

置
賜
保
健
所
で
は
、
思
春
期
・
青

年
期
の
か
た
の
「
ひ
き
こ
も
り
」
に

お
悩
み
の
ご
家
族
な
ど
を
対
象
に
、

家
族
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
い
つ

❶
10
月
16
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

❷
10
月
30
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

※
２
回
シ
リ
ー
ズ
（
ど
ち
ら
か
の
み

　

の
参
加
も
可
）

▼
ど
こ
で　

置
賜
保
健
所
講
堂

▼
内
容

①
臨
床
心
理
士
に
よ
る
講
話
「
ひ
き

　

こ
も
り
の
理
解
と
対
応
～
こ
ん
な

　

と
き
ど
う
す
る
？
～
」
ほ
か

②
家
族
に
よ
る
体
験
談
「
家
族
の
思

　

い
を
き
く
」
ほ
か

▼
参
加
費　

無
料
（
事
前
申
し
込
み

必
要
）

▼
申
込
締
切　

10
月
８
日
（
金
）

▼
そ
の
他　

未
就
学
児
の
託
児
サ
ー

ビ
ス
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
保
健
所
地
域

保
健
予
防
課
精
神
保
健
福
祉
担
当

（
☎
０
２
３
８

－

22

－

３
０
１
５
）

ちょうりじょうゆうびん～おしらせ版～
　今年は猛暑と大雨のせいか、野菜の値段も落ち着きません。

葉物野菜になかなか手が出せないでいたら、畔藤の紺野伊久雄

さんから「おろぬき大根葉を使ってみないか？」と声をかけて

いただき、給食に使用しました。学校からも「大根の葉とは思

えないやさしい味でした。」と喜んでもらい、町にはまだまだお

いしい食材があるんだなあ…と感じました。

　毎年10月、『白鷹ＦＯＯＤ（風土）恵みの日』を実施していま

す。町の食材にこだわって給食を作る日です。豊かな農産物を

生み出す白鷹の気候、風土に感謝し、生産に携わる人びとに感

謝する心を高め、郷土愛を育むことを目的としています。今年

のメニューは、少し内容を変え、『芋煮、味噌豆、調理場の即席

漬け、メロン』の予定です。毎年、子どもたちばかりでなく、

私たち調理場の職員も心待ちにしている日です。

◇ おらほの食材 ◇

しいたけ、トマト、メロン、りんご、菊、じゃがいも、玉ねぎ、

大根、里いも、岡の台ごぼう、にんにく、にんじん ※このほか毎日牛乳が１本付きます。　※材料の都合により、献立を変更する場合があります。

☎85－2111( 代表）情報のページ 町のホームページ
http://www.town.shirataka.yamagata.jp

10月の学校給食献立表
１ ４ ５ ６ ７ ８ 12 13 14 18
金 月 火 水 木 金 火 水 木 月
か
お
り
ご
は
ん
、
ち
く
わ
の
天
ぷ

ら
、
野
菜
の
か
ら
し
あ
え
、
豚
汁

ご
は
ん
、
肉
シ
ュ
ー
マ
イ
、
野
菜

入
り
ひ
じ
き
煮
、
春
雨
ス
ー
プ

ご
は
ん
、
筑
前
煮
、
調
理
場
の
さ

ざ
波
漬
け
、
打
ち
豆
と
も
や
し
の

み
そ
汁

食
パ
ン
、
ポ
テ
ト
カ
ッ
プ
グ
ラ
タ

ン
、
木
の
実
入
り
サ
ラ
ダ
、
豆
腐

と
え
び
の
ス
ー
プ
、
マ
ー
マ
レ
ー

ド
ジ
ャ
ム

西
中
学
校
の
リ
ク
エ
ス
ト
献
立
…

わ
か
め
ご
は
ん
、
鶏
肉
の
レ
モ
ン

漬
け
、
中
華
サ
ラ
ダ
、
フ
ル
ー
ツ

ポ
ン
チ
、
型
抜
き
チ
ー
ズ

ご
は
ん
、
豆
腐
ス
テ
ー
キ
き
の
こ

あ
ん
か
け
、
笹
か
ま
入
り
お
ひ
た

し
、
五
目
汁
、
味
付
け
の
り

ご
は
ん
、
い
か
カ
ツ
ご
ま
フ
ラ
イ
、

ぜ
ん
ま
い
煮
、
小
松
菜
の
み
そ
汁

う
ず
ま
き
パ
ン
、
ス
パ
イ
シ
ー
チ

キ
ン
、
秋
色
ほ
く
ほ
く
サ
ラ
ダ
、

コ
ン
ソ
メ
ス
ー
プ
、
オ
レ
ン
ジ

ポ
ー
ク
カ
レ
ー
、
味
付
ゆ
で
卵
、

コ
ー
ル
ス
ロ
ー
サ
ラ
ダ

ご
は
ん
、
ウ
イ
ン
ナ
ー
オ
ム
レ
ツ
、

卯
の
花
炒
り
、
厚
揚
げ
の
み
そ
汁

19 20 21 22 25 26 27 28 29
火 水 木 金 月 火 水 木 金
食
育
の
日
…
栗
ご
は
ん
、
し
し
ゃ
も

磯
風
味
揚
げ
、
キ
ャ
ベ
ツ
と
え
の
き

の
お
ひ
た
し
、
す
ま
し
汁

食
パ
ン
、
ハ
ン
バ
ー
グ
ス
テ
ー
キ
、

大
根
サ
ラ
ダ
、
か
に
玉
ス
ー
プ

ご
は
ん
、
焼
き
魚
、
ち
く
わ
と
こ
ん

ぶ
の
煮
付
け
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
み
そ
汁

白
鷹
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ（
風
土
）
恵
み
の
日
…

ご
は
ん
、
み
そ
ま
め
、
調
理
場
の
即

席
づ
け
、
い
も
煮
、
メ
ロ
ン

ご
は
ん
、
メ
ン
チ
カ
ツ
、
青
菜
と
切

干
大
根
の
ご
ま
あ
え
、
豆
ふ
の
み
そ

汁
、
ふ
り
か
け

そ
ぼ
ろ
ど
ん
ぶ
り
、
磯
香
あ
え
、
じ

ゃ
が
い
も
と
玉
ね
ぎ
の
み
そ
汁

コ
ッ
ペ
パ
ン
、
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
の
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
添
え
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
あ

え
、
ほ
た
て
ス
ー
プ

セ
レ
ク
ト
給
食
…
ご
は
ん
、
鳥
の
か

ら
揚
げ
ま
た
は
い
か
の
カ
レ
ー
揚
げ
、

白
菜
と
ほ
う
れ
ん
草
の
お
ひ
た
し
、

根
菜
の
ご
ま
汁
、
納
豆

ご
は
ん
、
酢
豚
、
調
理
場
の
め
か
ぶ

漬
け
、
あ
さ
り
の
み
そ
汁

書　　名 著　者　名 出　版　社
悪の教典　上・下 貴志　祐介 文芸春秋
あんじゅう 宮部みゆき 中央公論新社
語り合うにっぽんの知恵 高田　公理 創元社
乙女の密告 赤染　晶子 新潮社
三千枚の金貨　上・下 宮本　　輝 光文社
進化する集落営農 楠本　雅弘 農文協
３Ｄの時代 渡辺　昌宏 岩波書店
人が病気になるたった２つの
原因 安保　　徹 講談社

｢村 ｣の集落ビジネス 関満博　編 新評論
小惑星探査機はやぶさの大冒険 山根　一真 マガジンハウス
日本経済を殱滅せよ ミラー 新潮社
はじめてのおうちカット 砂原　由哉 中央出版

第
７
回
鷹
山
地
区
公
民
館
ま
つ
り

▼
い
つ　

10
月
17
日
（
日
）

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

▼
ど
こ
で　

鷹
山
地
区
公
民
館

▼
内
容　

滝
野
・
萩
野
・
中
山
各
地

区
の
獅
子
舞
披
露（
昼
12
時
30
分
～
）、

金
魚
す
く
い
、
く
じ
引
き
、
そ
ば
打

ち
、売
店
、小
学
生
の
作
品
展
示
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

鷹
山
地
区
公
民
館

（
☎
87

－

２
５
０
２
）

土
地
家
屋
調
査
士
制
度
制
定
60
周

年
記
念
事
業
無
料
登
記
相
談
会

▼
い
つ　

10
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

山
形
地
方
法
務
局
米
沢

支
局

▼
内
容　

登
記
、
相
続
、
離
婚
、
多

重
債
務
、
土
地
協
会
な
ど
に
つ
い
て
、

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
地
方
法
務
局

米
沢
支
局
（
☎
０
２
３
８

－

22

－

２

１
４
８
）

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

10
月
18
日
か
ら
24
日
は
「
行
政
相

談
週
間
」
で
す
。
行
政
機
関
に
関
す

る
苦
情
・
要
望
な
ど
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
、
無

料
で
す
。

▼
い
つ　

10
月
20
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
ど
こ
で　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
担
当
者　

行
政
相
談
委
員

奥
山
正
雄
さ
ん（
☎
85

－

３
８
４
１
）、

樋
口
久
子
さ
ん（
☎
85

－

４
５
７
４
）

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
行
政
評
価
事

務
所
（
☎
０
２
３

－

６
３
２

－

３
１

１
３
）、
白
鷹
町
健
康
福
祉
課（
☎
86

－

０
１
１
１
）

無
料
調
停
相
談

白
鷹
会
場

▼
い
つ　

10
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

長
井
会
場

▼
い
つ　

11
月
14
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

桑
島
記
念
館

▼
内
容　

①
金
銭
の
貸
し
借
り
・
土

地
や
建
物
・
交
通
事
故
に
関
す
る
問

題
な
ど
、
民
事
関
係
全
般

②
夫
婦
間
・
男
女
間
・
遺
産
や
相
続

に
関
す
る
問
題
な
ど
家
事
関
係
全
般

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
調
停
協
会

（
☎
88

－

２
０
７
３
）

白
鷹
町
民
登
山

紅
葉
の
頭
殿
山
へ
登
ろ
う

▼
い
つ　

10
月
10
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
８
時
集
合

▼
ど
こ
で　

黒
鴨
橋

▼
持
ち
物　

昼
食
、
雨
具
、
飲
料
水
、

防
寒
具
（
必
携
）

▼
参
加
料　

５
０
０
円
（
写
真
・
保

険
料
）

▼
締
め
切
り　

10
月
６
日
（
水
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
山
岳

会
事
務
局
（
伊
藤
☎
85

－

４
２
７
６

／
舩
山
☎
85

－

０
１
７
７
）

第
30
回
こ
こ
ろ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル

　

精
神
障
害
者
に
よ
る
作
品
展
示
や

記
念
講
演
を
通
し
て
、
心
の
健
康
に

対
す
る
正
し
い
理
解
と
関
心
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

作
品
展

▼
作
品
展
示
期
間

　

10
月
13
日
（
水
）
～
15
日
（
金
）

▼
ど
こ
で　

長
井
郵
便
局

記
念
講
演

▼
い
つ　

11
月
２
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
ど
こ
で　

霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
３
階

大
会
議
室

▼
講
師　

白
澤
英
勝
氏
（
医
療
法
人

東
北
会　

東
北
会
病
院
理
事
長
）

▼
演
題　

「Ｗ
e

　

are　

not　

Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｎ
Ｅ

」
～
こ
こ
ろ
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
か
ら
学
ん
だ
こ
と
～

▼
入
場
料　

ど
ち
ら
も
無
料
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

尾
花
沢
病
院

（
☎
０
２
３
７

－

23

－

３
６
３
７
）

あ
な
た
の
「
置
賜
の
宝
」
を
お

し
え
て
く
だ
さ
い

　

置
賜
地
域
に
愛
着
や
郷
愁
を
抱
い

て
い
る
あ
な
た
の
心
の
中
に
あ
る
大

切
な
も
の
や
人
、
記
憶
、
物
語
な
ど
、

こ
れ
ぞ
「
置
賜
の
宝
」
だ
！
と
い
う

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

置
賜
地
域
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
資

源
を
、
皆
さ
ま
と
協
働
し
て
発
掘
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
全
世
界
に
発
信
し

て
い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
あ
な
た

も
一
役
か
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
置
賜
の
宝
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

（h
ttp

://okibu
n

.jp

）
を
ご
覧
い

た
だ
き
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
文
化
フ
ォ
ー

ラ
ム
事
務
局
（
☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
１
９
）

「
お
月
見
も
っ
ち
ぃ
列
車
」
と

「
十
五
夜
う
さ
ぎ
祭
」
開
催

　

９
月
25
日
（
土
）、
う
さ
ぎ
駅
長

（
も
っ
ち
ぃ
）
の
い
る
宮
内
駅
で
十

五
夜
う
さ
ぎ
祭
を
開
催
し
ま
す
。

　

も
っ
ち
ぃ
列
車
に
乗
っ
て
家
族
み

ん
な
で
遊
び
に
行
こ
う
！

○
お
月
見
も
っ
ち
ぃ
列
車

▼
運
行
区
間　

長
井
駅（
12
時
22
分
）

～
宮
内
駅
（
12
時
51
分
）

※
荒
砥
方
面
か
ら
利
用
さ
れ
る
か
た

　

は
、
荒
砥
駅
発
12
時
の
便
に
ご
乗

　

車
く
だ
さ
い
。

▼
定
員　

60
人

▼
料
金　

１
２
０
０
円
（
オ
リ
ジ
ナ

ル
切
符
・
１
日
乗
り
放
題
運
賃
【
子

ど
も
２
人
ま
で
無
料
】
込
み
）

▼
内
容　

つ
き
た
て
も
ち
の
振
る
舞

い
・
鈴
虫
大
合
唱
な
ど

○
十
五
夜
う
さ
ぎ
祭

▼
時
間　

昼
12
時
～

▼
ど
こ
で　

宮
内
駅

▼
内
容　

山
形
鉄
道
的
ス
イ
ー
ツ
・

ザ
リ
ガ
ニ
つ
り
・
月
見
酒
の
ふ
る
ま

い
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
鉄
道
株
式
会

社
営
業
部
（
☎
88

－

２
０
０
２
）


